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　　　　　　　　　　　　　　　　　  私はタイから来た村上・ロッジャナーと申します。2004年に留 
                                   　　　　　　  学生として来日しました。その３年後、関西大学大学院の修士課
                                   　　　　　　  程を修了した後、日本人の男性と結婚して西条市に移ってきまし
                                   　　　　　　  た。ここに住んで３年間しか経っていませんが、このような小さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 な町にいることは私を成長させました。
　私はバンコク生まれで、ずっと都会で暮らしてきました。そのためか、西条市に引っ越すことをとても
不安に思いました。ここで就職できるのか、人脈が作れるのか、交通手段はどうやって移動するのかなど
一般の人は意識しないようなことまで不安を抱きました。ここでの1年目はあちらこちらで仕事を探しま
したが、予想通り失敗の連続でした。今は不景気で日本人でさえ就職しにくい時代だと捉えることも可能
ですが、ついタイにいた頃を思い出してしまいます。なぜなら、タイでは仕事探しに失敗したことがなか
ったからです。しかし、ここで生きていく上で、時には貪欲に物事を求める精神を抑え、自分の価値観を
変える必要があると実感しました。今自分の置かれている状況とその原因（自分の日本語力不足や自信の
なさなど）を必死に理解しようとしました。
　２年目に入って、ついにタオル会社に就職できました。タイ人の私よりも日本人を採用した方がメリッ
トが大きいにも関わらず、私を選んでくれた社長さんに感謝します。職場では迷惑をかけることもありま
したが、皆さんはいつも親切に接してくれました。この会社のお陰で西条で充実した毎日を送りました。
色々苦労したからこそ皆さんの思いやりはより深く心に残ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜著：村上ロッジャナー＞

▲村上ロッジャナーさん

３年間の西条生活

広報さいじょう　2010　5月号29


